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民国人口 :研究史の生理 と展望1

躍臥鎖

1､はじめに
70i,l;-代末以降の中国の急速な綻執戎長は内外から汁Elされている｡この紹iKJLE良の
淋流を探る試みは多く行4'れているが､解放論EJ･と解放後にわたる経済成長の迎紺J･L(=注
附 -る説がある (Rawsk▲[198†)]､原 [lt)9G]rip.19(,-2012)｡そhと3f71'行して､
小_Ilm rji托L!T.J快 の分蛸r･にも､北i;,:政府を含む.E.非民I-i;l政仙Lの政雄やその総柄突放を新し
く評(-lEiする動きもある (u--r･樺 [1995])aIW･放前の･順 ､柑こ'1'-LIE民団における東宝済
成長に対する評r(lJ姥倣掛 こ行うために､統別段料の別 は 不可欠であるoその小で､人
rEデータの盤(納まもっとも並製な一つ であることは言うまでもあるまいD
しかし､周知のように､統計拭料の劉 削こ立ち遅れた僻放前11個 は､近代的人口セン
サスを行うことができなかった｡現在利用されている民[国人Llデータはすべて推測.推
引に過ぎないし､それらの掛こは大きなギャップが-Fill-Iしている｡
本稿の孤児は今までの研究を盤埋し､そのfi'J胤よ及び蹴存拭料の利用可fJE,姓を検討し､
これからの民国人口研究を展望することにある｡

2 民国における人口銅査

2.1 民国までの中国人口統計調査

Il個 は世卯で屈も早めに人rl調･恋を行った[司の一つである｡鶴 (ji己元荊 '2'21-節
206)はIL.国歴史上机めて全国人LJ.%JJ頚を笑施した望oLかし､その湘IBの結果はLfjt存
されていないD現在､保存されている臆も早い嶋IUJの人rJデ-夕は紀元後 2糾こおけ
るIp_白秋の人口(12.233.OGe戸､59.55)Ll.9781コ)である｡これはl吐界⊥二段も早く､正肱な
人1=J綱査記録であるといわれている3｡以水､小田の臆代統治者は全国の戸籍や人口を
.;J.lJ盆してきた｡しかし､181姓紀初めLl'iまでほとんどの人仁朋 宜は貼(役徴税のためで､
弧ABの陥凹はほとんど胤役の当iJ享=B (いわゆる ｢T｣)に限られた｡また､人口調査と
JBt役徴税 (紺 二人WL税)が担接に繋がっていたので､人口調査には､披調査者が協力と

1m究過程で､韓省が所属しているrJ･国部会長南宛Jt延氏 (鍛京牒済大学教授､-娼大学名
常教授)を始め多くの方々に助言をいただいた｡中尉こ､Iik充学芸-)く学教授の牧即文iAt氏､
一幅大学経消別紙)-lr教授の尾高塩之助代､伺研91･dJ-r教授の剤姦修氏､大分大学教授の辞退
確氏におLu誠になっている｡記して感謝の藩を表したい｡いうまでもないが､あり得べき
誤りについてはすべて豊臣者の責任であるOちなみに､ここでの中華民国は1912-49年托ilの
rl咽 大陸にあった民国政府を指している｡

2葛 〔1991〕p.30｡

3同上pp.32-340
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ころが､抵抗しがちであるという制度的欠陥が内包していた｡L7121T-:(Brtl苧R51咋)､

満政府は ｢崇拝此揺丁､永不加賦｣政報を実施した｡つまり､新しくjt的目した人仁1に人功一
税を徴収しないようになった｡これによってこれまでの戸箱登録と賦役徴椛とが繋がっ

たfJ.･u腔が改11llT'され､中国人r:]史上の 部命となった｡17[11咋漸蚊府の人口統引対象が

｢T｣から全人口に拡大したOしかし､多くの原因で､十//)に倍珊性のある人口調15-〟

行われなかった｡177G咋柁降･Tl11の雌命で､人r3統剤をJTl碇に行うために､保rllfEilL波お

よび回転筒 (循環MJ)1制度がFuJrlJi'され､統引調香の信姉性が高まった｡このような信

研できる人口調恋は J850咋まで続いた｡

]851咋に太平天国姉起が起きて､消政府の統泊が多くの地域でJ'fll唆した.また､太

平天国に制圧されていなかった地域でも､太平天国姉超を鎖LT:するために､民団など地

J)一甲隊の純絹に急ぎ､野人になれるようなrJR人ylJTj'に人rl調査のfriJ.'1.tがおかれた｡この

ようにして､従廉の保rTl制度が機能しなくなり､人口の調透･純浩制度が申rmされた｡

1870咋代になると､消政府は､太平天国を鎖IT_し､形式上全EErを統一し､侃叩制度に

よる人口調充を門閥したが､実はすでに木格rr'.)な調燕ができなくなった尽｡このような

節綿で､柘咋末に全国人rIlを_q録し続けた『消炎録』は 1874/rf-(同約13咋)から全rE人

口登録をrEl断した｡これは 1741咋 (牝随6咋)からの保rTIElilJ皮を迎艇とする人T~1調怒

統別制度の終結を意味しているOまた､戸部の 『消tl11』の人に1統引は 1899糾こ中断し

た｡

すでにj糾喪した侃rT11F,-rjL控の代わりに､!.A_!矧r,IJ度が婦人され始めた｡lf)()5咋警察部 (巡

警部)が設立された.それは㌍Ll-･に民政附こ改名され､人口綱恋がそのlI等所の-一つとな

った｡1908印､荊政肘は立怒肘F,lJを叩lJLLZJするために､内J7･J5那続,3F司を殻il-_し､ ｢人r二1

調査6が r三引画｣を邦志した.すなわち､]Lr=目は ｢誹,]恋戸口車程｣を公1rJ'する(目 撃

イ0条､衷式5)C｡2昨日は各省の戸数を調怒する｡3咋r:liま各省の戸数をまとめ､『戸

籍法』を制建する｡AtT･'･E=ま各省の人口を調悉する｡5咋巨=ま各省の人口をまとめ､『戸

籍法』を頒布するoG咋Elは 『戸籍法』を実行する｡その後､政治形y,Lの変化によって､

その6カ咋引画は11咋間の内に実行するようになった｡

清栄の人Ij調恋は次の調JP:t一方法を採っていた｡訴l恋.貝は､民政部が指定した方式で､

l乾陣帝は人口をfri附二羽Idiする即(tJで､保叩制度を排紙するための耶環rrM,IJ腔を採川し

た.すなわち､伐TTTfl,I)liEによる人口5.録箔を二つ作って､一･つは保rn王T.当省が保ÊiTlIL､も

う一つは爪知印が保甥する｡保rTl担当I鞍は.人LAl変化を馳IlJjに人にl登録縛に記入する｡-近

川問を経てから､それを県知啓事が保管する登録師と交換する｡このように'GT-環往'&で､県
hT印が保rrT担当者が正附こ人口変動を登録したかをチェックする (闇 〔1991〕p63)｡

5安〔1993〕pp.62-72｡

6弓馬〔1986〕pp91-97｡
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指定された地域の各Lu脚 こ芥等をつける｡一一つのlLt･.LUに一つの番号を付ける｡同じ場所

に 2つ以上のLit彬が住んでいたら､一つはTl三式のLLt･.Li字(Tl三戸)で､その他は付属のl吐

I.Lrf(附戸)とする｡L上と･.LFJl数を調査すると剛 削こ､性iiJ,三1三の字揃 も納査する｡人Fは湘奄
するに掲ミして､湘在国は編制されたL吐脚数にしたがって､LL川一三tiiに民政部の調査柴を手

臆し､比?,lLr主に記入してもらう｡覗速射こは氏名､性別､fr:齢､譜拭､職柴､住所など

項且が設けられていた｡

1909的 こ調査崇が公Jl'1され､1910糾 こ調速が始まった｡まず､l止補数調Igfが行われ

た (同順に､いくつかの省は人r:lFWl志も行った)｡1911J'li各省は人rlを調査した｡同

咋､辛亥神命が起きたため､この人口調適が中断したDその紋に､いくつかの省は調査
結果を報岱することができなかったo多くの省はtLL･.LfL'/'数を組岩したが､人rlはLit肺規悦

から棚引した｡満政府は音Fu族人口の巡挙崇を哨やすために､排日JH8カ省は 1Eii僻当た

り55人で､関外は一世柿当たり8.38人で引辞するようと脱走したo調IBの鮎沢はil三

式IiE･,Lirが54.6G8.004､付属EiL神が 14.578.370､合わせて 69.2L16,37LlであったO人口

は93が139.662.411､.女が99.932,208､全部で239.59Ll,GG8人であった70

1911年に陳長衡氏はこれらの数字を収娯し､修IfF.した｡全国 18省のLit･,'Ef人口は

GG.880,591LLE･,Lllr､:i/日.826.088人と計辞した.それに､恥It.三'L!=1､新旭､満州甲脱島

部落及びチベット人口をJuLlえると､全圧1は71.2G4.0001吐榊､こiG8.12,15.000人となった

且(付表1)0

描米人r:F調速に対して､否定ntJ?.ll;-llLlit肯定的評何日がすでに下されている｡何や軌よこ

のlW･j-LBが完全にfJ'敗したと断定しているが9､三r:〔1933〕や米など 〔1997〕は高く評仙

している｡碓かに､近代的な人口センサスの規範から評仙すると､消光の人口調竜は多

くのIilfj出を抱え､証紙でなかったoLかし､調速貝を派過し､一定帖付目こおける人rJや

そのIIJ･城 を誹.A-2Eすることは-1L個 で糾めてのことで､多くの人rIJ.EJJ.]恋のLLi充血 こなったo

また､清米人にlly,lJ査は､多くの人に傾斜を残し､IILE司逝代人にlに対する推引 ･EJr兜のLu

1李 ･共 〔1993〕pJ).2201221を参!r.iiされたい｡

覗脹秋子のはかに王=L一速 〔1933〕も椛iilを試みたo工推割によると､全国は7O.･130.･132戸､
372-563.555人であった｡

9 何 〔1957〕pp･761770 葛 〔1991)ppl64-660火瓜の埋山はいくつか考えられるが､主な

FJiEtlは次のようであるO①人rj調査のETzlfuは国会進学のためであったが､中火政府から地

方長官まで本当に態政体制を実施するつもりがなかったし､国民も人口調査を信用してい

なかったため､u/J力どころか､抵抗が強かった｡②失行能力の不足｡調査を担当したのが

警察であったが､その'#掛よ数が少なく､質力唱 かったO③人口は酎貞調速でなく､凹補

数によるJfE副が多かったo④人口調査の憤判 は 力機定されていなかった｡巌後に､Lit脚
立に記入してもらったため､重視や記入漏れが多かった0
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発点として､評価すべきであろう10｡

2.2 1912年人口調査及びその整理

]912印に､小鞘民間がl成立した｡それから】9′川咋国民政府11JH盛までのこ18f】欄 にお
いて､民匡l政lf'fは人口統別を窮祝し､全国規模の調在を 3回行った｡また､多くの省

がrFl火政肘の調悉条例にしたがって､それぞれ人にl弧恋を行っていた｡その｣二に､多く
の学者や民間の調悉機関もrlI国人口を調速 ･】作計していた｡それゆえに､民国人口デー

タはもっとも多く残っているll｡しかし､様々な原囚で何度も引楓された人口センサス

は結局実行しなかった｡

新しく成立した民国政府 (北京政府)は議会選挙を実施するために､嫡末の人口調悉

flLl黒を整珊しながら､もう一一一庶人Ll,'J.匂恋を実施しようとした｡人口調査は原則として暫
察がP_当し､警察がないところでは､地力の民団 (保織田l)が担当した｡警軒も氏ロトも

ないところでは､地力一倍僻が当該地の｢紳士｣の協力を得て行うと規定されていた｡調

姦JJ'法は1世脚調:Bである｡綱漬項Elには現ltI戸数､現(]三人口の氏名､性別､iE=齢､婚姻､

職業､Hit-rl率と死亡率等がある｡しかし､調悉rTTllJよは明確に規ぷ三されていなかった0
1912年調査は実際吊束人rj調務の維続といえる｡

1912咋調香は全国網恋であったが､実際に,EJ,gTeEしたのは江蘇､Wr江､.7_r.rtEi､湖北､

湖南､四川､担粗､山王に､Irr西､河拘､隣村､Ll射､福祉､車両､Iil州､迎牢､古林､
,!.F.能江､新遇 19省と.S.'fiE速と京兆という二つの特別区であった｡安徴､広光､広西など
は調査しなかった.また､調透されても､結果にはミスがみられた｡もっともひどかっ

たのが河南省である｡陳の研究によると､河南省の一つの県では9王女人数は全く同じで､

その他の県では男子人口は女-1F･人口の(-)～r)僧ないし61倍になっていた.t9tlJl咋『小

国綻済印鑑』は陳が修TELた寿.!i児を苑来したO陳は明らかに過大である河南省と批IL'a

及び調査しなかった省の人口を消光弧恋の,S,El沢で荘き換え､19j2J'r一会国人r:)をJlほrし

た｡それによると､全国は7G.638.OOOl吐肺､All,643.000人であった ((くJ袈2)｡

1915れ 北rrl政JT引ま『県治戸lj編LB規則』と『警察庁戸にlEU.匂.J&規則』を公和し､｢調

査は現住人口を坤とする｣ことを強調し､もう一度人rj調在をしようとしたq しかし､

lo糞 〔1993〕はこの調達におけるLurrlr数データに対して高く評帥)している.

11張によると､民国川Tの38咋問において､】915､16､17印とlf)39fr-:を除けば､すべて

の咋次は一つか一つ以上の総人【二Ijl'-夕がある.例えば､1m2咋 (民匡1元咋)の人口デ-

夕は次のような六つある.,110,G,10,299(lJt]itWm統別姓 『内政咋筑亨.:』(1036))､,105.810,9(;7

(〕三引処統引局『rl噸1人[:lr.".1,rBi之統引分lJ'r』)､′105.470,710(『｢い匝1経路印鑑』(193′l))

371,223.088(『Tlr紬咋鑑』 (j935)I).86)､357,430.879(『rl噸4r=既』 (193li)ll165)

377.673,423(許li脈『小匡r̂ 口附凪』)｡このような人口統言卜維副は全部で104に達し

ている (張 〔1996〕p1284-85)｡
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191Gl'L-=の人口調査を行った省は1912年より減少した0

1916tl=.に衷LiL･凱が死去した｡それによって､北洋政府は人に湖 迩能ノJがなくなったo

その代わりに税関や郵便局などによる人口[Wl在や]rE副がいくつか行われた0

1912咋人口調速に対する刑帆も消米人亡1,iJ.1雌 に対する評lLILiと同じように､学者によ

ってbLJ4なるol'J12i/F-の鼻.1,-巣と消末の紙架を比べれば､LiL･'Lii-数や人Llはすべて増えてき

た｡これは1912勾三調査の漏れが少なくなったのではないかと考えられる｡

2.3 1928年人口調査

1927糾 こ､南京で国民政府が成立した｡それによって北洋政Jl-:Tll与,LUlの鞘fm戦争が終

結し､形式的には全l≡Jが統一された｡

国家統一は甲弼=(軌が終紙し｢訓政｣が始まることを患ILkするojIEしい人口資料はす

べての政邦のlLJ.兜点であると認識され､同民政ll判ま全rEl人lj.=JF,j在を実行しようとしたLコ｡

1928年､内政部は ｢戸口TWl迩統計組t.=真一規則｣を榊淀し､各省fli政府に通告し､加速す

るようイ刺好IL,たOその ｢戸口調査銃創報法規則｣には､訓il-統岩l出式がつけてある｡誠

査実は次の通りであるo①調査表は住戸､舶戸､-1Bj'J朗と公八(_1三ilJfに分け､僻(1人Llを調

恋する｡②調査]lflfi=二しては､住戸､船戸.SN1-df出には氏名､性別､ILL肺三Lとの関係､婚
姻状況､子供の剤 鵬､年齢と生咋月日､箱田､国民免に加入したか否か､住居年数､職

柴､教育程度､宗教､体の不巨=lJさ､とその他で 1′lliLjE]が設けられた｡公共lljTjfと寺

側の調査表の税別まそれより簡嶋であった｡③瓢rJ恋は区画によって'行う.自治単粒が災

化された省は[=JfEi区によって行う｡その他の省i川よすべて警察7割ti…区によって鍋包するo

警察弓削tlElgがまだ設立されていないところでは､地方悟･t#･や保術riJ卜や民fiLJの旭'BEこよっ

て区融Iし､lfJAl-i51する｡(卦larJ恋の1',LB判tJjr川が脱走されず､乱tJ･J&鮎Eiには 1928咋の 12月末

に報告するようと明記していた｡

このlWl恋では､訓-iSの牒制.1mは 風光されていないだけでなく､具脚 tJな舶査方法も

Il:L志されていない｡そのために､各卸1iの民政庁は各地の実状に応じて自分なりの調査

表を作成し詔は したOこの調査表は必ずしも内政誹の衷式とは一致していない｡従って､

得た数字も確実でないものもある｡

1929年までに江赦､Wr江､安徴､河北､退牢､湖南､快的､JLJJk5'､湖北､点描 江､

新犯､綻述､*Jr鯛否の13省及び南京､J-.il･5､北irZ､天沖､淡口の5特別fFfは説宜し､
報!,=iした｡ただし､誹d査Ij=il=]Ld:戸数と93女別人数に限られ､その他のIl･iElは完全でなか

ったo報告された総人r:旧 1211,930,000であったo陳は描末及び 1912咋人口を進路こ

し､それからのWL'越 した省の人にL平均成長率(7.紘 )を引辞し､その平均成長率を調I鼓

しなかった名省に過JTfして､全国人｡@推計している｡それによると､全国総人口は

4L11.849.1L18人である｡内政部は陳のf紺 方法と夢重なって､調査しなかった省の人rjに

12内政部 〔1931〕p.10



対しては､当該'Gの最近の調姦数字をベースとして､その｣二地両横と人口禽皮を隣の省

のデ-夕を利mしてliE.引した.その結取､全同人Lj数は ,174,786;OOOであったと推定

されている (I.1衷3).

1928J'T;の内政部調査に対して､ミスが多く､正しくないという批判があるT3.しか

し､これはいくら問]EEiがあっても､国民政IT-:Tが全国を統一してからの調恋であるため､

民団人口研究に重要な位問を占め､後述するようにいくつかの重要な椛引のLLi発点とな

っている｡

1f)32年に､国民政Ir;Fは従淡の警察の調査碓力を緋足するために､保甲制度を回復さ

せた｡それから保rTT制度を通じて_t多くの人口数字が収袋された｡

2.4 1936年人口調査

]936年に国民大会の代表を遜llll.するために､内政部は各省市政肘に人rjを報告する

よう求めた｡斬HlrE't)でありながら､30の省i川ま内政部に人口を稚く生した｡その人口の
多くは保rrF制度を通じて収圭たした人口 (以下 ｢保rTl人口｣という)である｡内政部は柑

缶された人Tjを鮭現し､その結果を『戸口銃創』(1938)に公表した｡それによると､全

E司絶入ljは､台湾を除くと､47f),085.000人である(純外糾-t三の肘謂7.838.888人を除
くと､大陸総人口は17】.･246.000人である､付袈4)｡これはETrM災争までの民国政府

の局後の人rj調奈である｡

193(;咋人rj調恋は]三に保rTlfF.lL皮によって行われた調香であるので､別表干満れがより

多くなったことは想像しやすい｡学割まそれほど評糾していないが､科ま1928印の人

口調査宍料とともに1936印の調透染料を利用している｡

25 1947年人口調査

194G咋抗Ell粍争の終結によって､復貝のために､内政部は各省TElに人口調在と戸籍

党録雅即をするようと求めると同日-yrJに､別式の ｢郷鎖保TTT統引去｣を用意し､各掛 1-Iが

それぞれの人r_1調jl=至と戸持柁耶 こ基づいて､絹J=咋の1月と7月に内政部に紺ilfするよう

命じたOそれにしたがって､多くの掛 l了は人rjiff料を純Z,=生した｡1947iT:7..月と 19′18

ir=1月にそれぞれ 19･17咋_LIIE'-･lIJTと下'lり別の人口データを公袈した｡それによると､台

湾を除くと､全国人口は457,111.000人である (付表5)｡

19zt7年の人口は各省fl了の保叩人口である｡当時､多くの地域はすでにrEl団共産党に

よって節放され､節放区になっていたoある州.引によると､1946年1月に､僻此区人

口は 1億′】900万人､全ET;Tの Inを占めるに至った｡1917JrT=･は朋放区人口は'少し減少

したが､まだ 1億3100万人を抱えていた11｡圧し民党政権はすでにJJJ/I)壊Tllであった｡そ

13陳通 〔1981)p.11､厳rE15p-〔1986〕pp.92-93.

ll『抗E川呪争時期朋放区概況』人民川版社19r)3叩｡また､斐 〔19f)3〕p.L09をみよ｡
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のため､19L17年には､多 くの地域では保叩人口に対 して､調速統割が実施できなかっ

たはずで､民国政府が発表 した数字が全くのでっち上げであることは容易に想像できる8

したがって､ 1̀0年代後土1まの政府統引については学割 まあまr)評lILliせず､利川 していな
い｡しかし､民国における全国的人口統計はそれが戯後であるので､ここでとにかく紹

介する｡

19L17年､i三割処人口局が設立され､人口センサスを制 持し､ 『戸口普査法』を公 爪.I

した｡しかし､国民政府III機 に作って､民国政府による大陸での人口センサスは永遠の

夢になってしまった｡

2.6 地域的人口鍋査

以上のようなrFJ火政J桝こよる全国人口調･恋は必ずバイアスが存在するとした上で､民

国の糾め頃､多 くの学者は虹代的な人口センサスを実行 しようと提案 したoLかし､政

衷 1 民国における地域的人口調査

調査者 調速時州 調査地 調 査i 成 米 .

バック1 7番 17 r2866戸 『1■一国脱穀縦桁』1930
服畑鰭 王Al'_舶省 ｢江串ut=いlRl議三人rl.iJhl酎rtJh'Jl究｣iく481)-▼

喬啓LM lJl-蛸省 舵 lLl3戸 ｢llJ的t琵lt減県lLi3鎖家人にはg志之研究｣

学府朗 1 1928fl三 河北苗 蝿 9村 515戸

バック2 22省 168地区38256戸 FrJ個 二l二地1=lJ川』lf)37

李摂朗2 193()咋 河北省走鼎Gr)村 525r)戸 『建賂J(._1:会 徳.Dtf13;i

1932.3

県政lr]i他 汁 描 溶l (センサス) 『孟1Up.句'-#熔人一丁】出来舵調郎旺崇』(193こ1)

粗放FドF 打払東省 ▲yL (.L,ンサス) 『tu-.寧日ft侠 敬舶政府戸ll舶-gf娘削歩棚 rJTL'『排.'l三'iLE騒舶戸lTl剥在紬割 ､19こ15蝦政Ifplui 山射省多岬 県 (センサス)

巾LltIr 拓i省慮Z (センサス) 『7lh;lil;良.A.搬入l=偶 発普-ig軸主知 19:j5

娯政J1T i折 {[圭TiJは93L (センサス) 『im汀蘭テ宍米飯鵬戸n統計及分析』1さ)ごiG

郵政l付統計表竺 福 省 安l2257戸 『伺安蛸と人rlJf8第鰍jBA

省政JEltf統計範 補 省-E胤罷1295戸 『扇消県人口戯某調う査』

描非人学園哨普査7W死所 1939.3 掌両省皇頁県 (センサス) 『 和宣頁榔人【コ普通初JJi軸告』1939

也)省三つのLIFL-(センサス) 『凹川省逝 戸r=l普--&総和浩JJlt]:1.3

普査m死所 サス) 国人口』19.16



で､社会学者や人にt半群及び小国農村研究家などによって多くの地域rE't)人口調恋が行わ

れた｡それはた椛な人口データが不足である小国にとって大変gLTiな撃料 であり､現在

でも1,Q.々 が民国人rjを即lWするに当たって月並な手がかF)である｡rl個 で納めて地域的

人にほ和恵を試みたのは金陵大学のアメリカ人教授のバックである｡その調.議Iを通じて､

バックは戯村人口群別を多く収娘したQ桝めての木剛IJ人にトヒンサスは 1932/LT･-1の余陵

大学とScr叩l)SFol.n()nt.10nForRescarcllIllI-ol)し11aLl0nProblem(Oxl'ord､OlllO)との

,Jt-同で江節省江陰i剛剛度鎖で行った人口調衣である.それから､多くの人口センサスが

行われた｡詳しくは衷 1にまとめられている.

それらの人にl調充や人口センサスは主に静態人に=こgfJ去iを陛いたが､人口動態に関す

るデータも多く残してあるOそれらによって､拙々は初めて民国人口の顛実に接近でき

るようになったOしかし､それらはあくまでも地域的なもので､また民国のような政治

的 ･社会的不安定的環境の下で､本当に綱恋できたのはほとんどが綻抗的に進んで､政

治的･社会的に安定した地域に偏っていると考えられるOしたがって､それらのデータ
にはある程度のバイアスがあることに比志しなければならない｡

すでに述べてきたように､近代的人口センサスのノ傑畔で洲ると､上述した4回にわた

る民国人口調査はすべて合格でなかったことは明らかである｡邪恋対象が常仁1三人El(dc

lureド()puI{lt.ton)か現在人口 ((leri)CLo1)01)i.Iat101-)かは明柵でなかったし､調BfrFtjJ束も

一糾 こ規定していなかった.しかも､193GLE=と1.9L17咋の湘恋は調恋貝による調誠で
なく､一種の報告音統引にすぎなかった｡報結統引のバイアスは現在で屯大きいがLr7､1粍

前の政治ntJ不安定のTll団ではより大きかったことも想像しやすい｡また､4回にわたる

人rj調恋結果は､原データそのものではなく､学=LE及び政IT:Fの関係部｢■'JによってfrI加

工 .再起現されたものである｡その内JJrT二7二.河出耳1!のプロセスにおいて､ある程JiEのバ

イアスがJJuえらjlJ=ことも考えられる｡この意味では､訓姦結果､あるいは円形現され

た結果を利TTlすることは危険が伴うことは舵かである16｡
学者や地方政肘が行った地域的人口調速は多くの人口データを残していた｡しかし､

それらの調査は全国規模の人rj邪恋でないため､州何にしてそれを用いて全同人rjを椎

引するかが大きな問題である｡

15rll同での統計和告調査におけるバイアスに対する検討については､消川 〔1995)を参照

されたい0

16尾上はそれらをすべて ｢当てずっぽう｣と位置づけ､歴史調-&･柵引流料を利用するこ

とを拒否している (尾｣二〔1977三一〕I)103)｡
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3 解放後の民国人口研究

31 解放後の人口推計

解放後､民国人口研究は､人口の規模のみならず､人口のLt.'tJ'X(t'L=_､年齢､職業)早

人rコの動態 (.･ii吐率､死亡率､社会移動)を対象として､幅広く検討されている17Dこ
こでわれわれは､主に人lj規模の7UF先に韮J.i.Lをおいて准jiuするo
正代 ･ll国祉会経済苑)LLiを研究するに臆して､人ljデータが不可欠である｡しかし､上
述したように､僻放前の人口データは多くのF.J引退が抱え､そのまま利用できないために､

50年代の国辿人rjlIl.割を始め､内外の研究者によっていくつかの人口推割が行われて

いる｡それらの統引 ･推割のうち､次の8の桝光は特にfE要であると考えられる｡

義 2 小難民国におけるF:Il国人口 Iti位 :100万人

1年次 1910l912l9131919】92019251928l93()193l 19:1:i 1936 19.10 19-J5

一也 .誹 ∫ll() LILJO ▲18̀l･J50 ･169 ･170

周迎 LI70 493 512

･J3LI 5()0

･130 500

劉 一朗 ･J23 ･J72 LIB9

也 ･J40

革 ･l55 5日*
尾上1 ･166 ･l89 502 51(; 5̀ll 5-【8

*は 1928-36句三の人rjである｡

**は1935年の人口である｡

仙所 :他 .謝 〔1988〕pp510-らll.

国迎 〔1959〕p,86o

Llu･Yel一〔1965〕p.178｡

PeL･klnS〔19G9〕p.288｡ Pe▲･1川lSは 1913､19334F-の人口がそれぞれ

405･455､L175-525百万人であると推計しているO .

劉 ･鵡 〔1977〕p150｡

老 〔199】〕 p･259｡葛は 1912年の人口がLlnT-Ll.5億人であるので様ないかとT,i

JlEmlJしているo tLヾ 洲 H,Ll.CIE=

草 〔1991〕 pl240 岬 咽 据 旧 州ITe3
尾｣二〔1977a〕1)･122B席tt.1はた市ノqVr,1の聯 r.je･'J-鼻 上 21は汚麦.)}埠2,LOB.叔捌 寿如

5,rい て/EYlliuを･いJI.,～L,3L笥帥_盲人申-ti貴官かT.u I.守

17帽 歴史人[朋 の優れたサ~ペイには､たとえば劉 〔1996〕､離 裡壁摂潤 冒S
etal〔1997〕がある0 . -1 1､㌧.I,､川 'に ユ驚I.Cミ糾 〔jee!〕ざま "
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累である｡尾上は炎実がその二つの数字のFrl間にあると説いている■良｡

表 Zに列挙された民国人rjに関する紙剤 ･抑引は､二つのグル-プに分けることが

できる｡節 1グルーフ■はlu ･謝のJfl'剤であり､1910咋代の人口が約4.1億､30咋代の

人口が約 ィ.5億であったと州:走されている)9｡郡 2グルーブは残りの州･.計で､l削o咋

代は約 45億で､30_iTi代の人口は約 5億であったとJlF.走されている.つまり､二つの

グルー7-の関に約 5,000万人の差が存在している｡ここで､われわれは荊=FTを低位/jル

ーブ､後者を高位グループと呼ぶことにする｡此 ･糾作剤はlW放後に行われているが､

耶放前の諸推引と同じように 日)53印の人口センサスの結果を利用していない｡全体か

らみると､帝ifE引をのぞけば､1953LT:のセンサス,結果を利fTlLなかった推計は低位グ

ループーとなり､利用した純 剤は高Li'Lグループとなっている0

1953咋人口センサスによると､lt)53印の大l唖人口は5.83億人であった20｡1953咋

センサス結果の伝‡酎生に対して多くの議論があったが､これはrlIl重り駐史上初めての本格

的人口センサスで､その結果がもっとも正碓であると考えられる｡｢l1回歴史人EFを推引

するに旺しては､1953咋の結果がベンチマークとして広く利fTlされている21｡1953印

の人口が5.83億人であることを考慮に入れて､それまでのrFl同人rjJlli引をJL-i望すると､
低位グルーフ■はすべて過小維引であると判断される｡すなわち､もし､1910iF:代納め

頃rfJ国人rjが本当に約 4日.%ならば､1f)12･1949咋の人にり馴rl率は 7.8私になる23Bこ

の成長率はこの間の粍守や 自然災駕など様々な歴史的.'Jr.水中と照らしてみると､あまり

高すぎる23.

ここで搬々は､上の結論に韮づいて､低位グループ推副における方法論に対する険討

を省略し､高位グルーブの詣批引を則如何に検討していきたい｡

3.2 直接推計

高位グループ●に分析されたのに国迎維計､TJLl･YcllmJ割､pcrkins推計､ 劉 ･.fti維

18尾上 〔1977b〕はモデル lを ｢もっとも現実的｣としている0

lu解放前の諸推割はそのグループに分獅することができる.

20この数字には台湾が含まれていないカ㌧ 否鮎とマカオ人口(2C)0万人)が含まれている｡

台湾人口が含まれると､1953咋全TFl国人口はr)I)憶になる0

211953,'fセンサスの結矧こついては､例えば､工.iU･志 〔1996)､早淑 ･川俣 〔1990〕､
川俣 〔1992〕を参照されたい.また､それにに対する評榊は､例えば､PerkhlS〔19Gg]

pr)2631265､尾上 〔1977a〕及びその参考文辞沢を参照きれたい｡

221949坪の人口は約5.4(.BとされているOこれは1953咋人口センサス結訳を利JTlして椎引

されたものであるC

2･1葛 〔199日 p.259｡また､これは多くの学部 こよって主張されている｡
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計､葛推計､制 作引および尾上推別がある｡これらの維別はig料の利JHjI-法によってさ

らにこっのサブ･グルーブに分けることができる｡すなわち､郁政柄のTE個 人口に関す

る統副や抑言lを利FIJするサブ.グループと利川しないサブ･グルーブであるO解放前の

I日周人口に関する統割や推割を利JElするサI/･グルーフ'は､1953印のセンサス鮎沢を

利用しても､主として過去の人rjjar料を利用して､何らかの彬で修正したり､補足した

りして人ljを抑引してい/J-I.この方法を直は推計と呼ぶ｡これには1.1u･YL!h､PclklJIS､

劉 ･的､蛍と串那吉l力Sある｡それに対して､過去の統計や維副を全然利川しないサブ1

グルーブは 1f)5三川=･のセンサス結規をペースにして､近代以火の人口増加1率を推定ある

いは仮定して､中国人rJを推吉Iしている｡このJJ一法を人にりMH率での推副と呼ぶ｡これ

には国迎■と尾上推計があるO

蔽桜Jffl.計においては､解放後初めて小国人Ljを抑引したのがLJu.Ych〔19G5〕であ

る｡ Llu･Ycllは 1933-1959符の小国における経済苑ノ炎と国民乃子持を研究するに際

して､193三i/,r=の中国人l二は 推引している｡ Llu.Ychは工jlE引 〔1935〕21を韮在尉こし

て､いくつかの省 (禍越､王削小l､寧盟､凹J加､凹川)のデータを鯛盟した上で､,有名な

S=-loo KuzL一eLsの指導下で行われた槻前人r:l調速における牲比 (112)及び乳幼児の

稚制 覇れ率 (約5%)を利用し､各省の人仁は 推計している25｡

1-01･1川は〔19G9〕は 13G8-1f)G8のJH重lJiiii紫苑朕をtrJr究するに捺して､その)lJlf榔二お
けるIE個 人rjをLLE引している｡ここで､=lX々 がl軌亡､のある民国人口については､

PerklnSは次の方法で碓fuしている｡すなわち､国民政府小火巌業実験所と金陵大字農

業任所学部が全国 22省の 1.622の削 !]報告員の判抱 によってIlE引された 1893-

1933(1873=100)年の人口変化指数26と､Llll･Ycllが推引した 1933印の人口をリン

クして､1912-1933年の人口を排引する｡また､JtE言ほ れた結果を各省の歴史朝件と

jl.q合しチェックしている｡

劉 ･-かき〔15)77〕は人口 ･繕済モデル((lcmoLrral)hLC･CCOl-(mllCmode))を作成して､良

川にわたる人に働 態を推計している｡しかし､小国歴史人rlEi脚 抑 二Pel･kHIS推計

を利川して､内抑法で別辞したもので (1910､19弧 1930咋)､著者自身は人｡nEn%Fを
してはいない｡

･L皆 〔1991)はIll国大越でのはじめの人｡通史であるBそこで､民馴 J人口について

は葛は当JJlljの人⊂朋 迩統引制度を批判的に考幾し､発表された多くの統計や推計がすべ

て信用できないと結論しているo軌ま1953印のセンサス結果 (5.83億)を基礎として､

24王は民同政府の1928ir≡人口調査結米を利用し､主として､政府登録デ-夕から重扱計

算を取り除いて､全国人rjが4.29億であるとEFE引していた｡

25Lllt･Yeh〔1965〕pp.172-173｡

26 『鹿卵 胞 』的2番第5肌 弟12肌 また､そのデータは 『･r･Eg近代地業史資料』 (約
3的､Jlp.907-908)にも峨っている｡
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民国人口の成長率が高くとも5-6‰であると想定し､1912.年の人口は少なくとも413

-4.5億であったと判rmしている｡しかし､それはあくまでも想定であるため､異脚 t)

な推計ではない｡

上述した詣1作引と異なって､車 〔1991〕は1953句=･センサス結ERを利用せず､主に民

同政府の人口調蕊汽料を利n7して､もとのデータがIIJ]らかに不令郡な街､統引.紬i]E=し

ていなかった省については､他の賛料で削足する｡すなわち､19】2年の省別抑引はIl三

に 『内政JrF鑑』を利ITlする｡しかし､恕劫､安徴､要称､湖北､広Iikの人に‖ま抵すぎて､

『中国形勢一覧囲』のデータを利JTlする｡また､【三卜船の人口は 『内政咋綻』が低すぎて､

『小国形勢一･覧図』は高すぎるため､その両者の平均を使うOまた､山射､門川の人r:J

は宣統3Lr=(191】)のデータ (『滑史的 .地耶志』による)を利JTJするD尉州､止油 は

1919咋の郵便局のflr'剤を利mする｡チベットは二つの数字があるが､1GG方の数字を

川いる｡1928-3G印のlflJ計は匡1民政府内故郷の l!)28と19.'16'rr:･の人El調Lj!_tにIl三に依

存し､ 『rEl郡民同省爪地名三男』を参考にして､州別する｡194.9作のjT長引は中火人民

政肘成業部が修fTiした統引 『全国総人口)艶菜人口統引去』 (内部特利)を利Irlしている｡

以上から分かるように､この五つの抑剤の中ではLLtL･Yeh椛副と制作副が特に韮婆

である｡

3.3 人口成長率での推計

人口成長率をFT)いて､排引したものに国迎と尾上がある｡国迎 〔1.95.q〕は1.960咋代

以降のrl'国人Etl戎長を予洲するために､1953-iF･のセンサス結果を)_追暇として 1910作
までの｢ll屈JF=史人rjを逆遡及している｡朋放前及び解放感後に行われたいくつかの日lq:.

率 ･死亡率開窓をFllいて､】910-,19'rlIにおける川比率を37Yoで､死LL率を3LIG宥乙と

仮定して (すなわち､人口の向然J馴Ll率を21yoと仮定する)､併収荊rl個人に1を推引
している｡

それに対して､尾｣二〔1977〕はまず朗北三省及び近代部門 (ITiに郡fEJ'郎)人ljを直

接椎引してか｣ら､rE個 人r･1の大部分を■lTiめる伝統的農村鮒の人口については､その自然
増加串を解放前の調査によるIJ',11三率と死亡率に:ln;づいて､次のように仮定する｡

モデル1 モデル2

1890-1937年 年間増加率 3%0 5%.-
1937-1945年 LT=間増加率 1%0 3%｡

1945-1950年 fT:間増加率 3%け 5%｡

3.4 高位グループ推割の開展点

上述した諸】TE副はいくつかの閃,rAFfを抱えていると考えられる｡iLb_-1EEl†ほ=よ､政府機関

が調速 .発表した統引 (以T ｢政府系紙剤｣と1117･ぷ)を利J17して､それを修正している

が､その修正の根拠は必ずしも明らかになっていない｡このrm超は車川副においてより
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淡刻である｡すなわち､政府系統計に対する修正は11憤 怒,鼓的といねざる得ないのであ

るol_il然畑加率での推副が抱えるF7相 はさらに深刻であろう｡まず､国辿の場合､本ILE
紀 lO咋代からr)0咋代まで小国の人にり削lL率を2.LIo/u,と-一糾 こ仮定することは細哩で

表3 rI･[削こおけるLLliL三･死亡率と自然増加率調査 脚 立:人､yo

咋JiZ 調奄者 増 n̂準 ILIJ. 柄

19Jl Lto.iS rT)同 50-Gn 5【)～55 5 ① l一.35

1918 l( 一一 広光胤凪村 65() :.Il°.85 3:i_85 0.00 ① ー).37

l922 /I ク 687 58,Ll 37.1 -21_:i ① 1一.35

パック 22169 fJ2.2 27.9 トl.3 ② Ⅰ).37

1926 硝儲皆 263.1 20.1 -Jl.2 ① l一.37

1926 92() 37,2 15.I 22.I ① l一.37

1927 903 5.5 ll.il 9.6 ① PL37

1928 腐啓明 92() 2t■.5 日,9 3.a ① l1.37

1928 25.76 ③ P.290

1929 パック GO:179 35.73 25_02 10,71④ ー'.98.11■8

1929-31 パック 北6.7区 975tt 38_05 2Ll_ーJfJ 13.56④ 1).98-118

1929-31 バック 10()48:li Ilo.日 30.0() 1(一.I-1④ [).98-118

L929-31 バック ･162:I tL29 -I.95④ JJ.98-lュts

l9:iⅠ 37.10 3..Ll③ l).135

1931 13556 3.1.97 1.7()③ l).135

193) 2188Ll Ll8.30 5_ユ18 ④ P.98-118

1932 21'r7∠1 1̀.1〔) 36.09 8.01④1).98-118

19:Jiョ 2120() 0.00 5l_98 -ll~98④l).98-118

193L,I l561 8.5とi L3.L15 51-)@ r).L17

)9'36 ~̀細モ錫琳 I:12(30 7.O3 ll.15 58ti⑥ pL325

L9.lO JTjki垂 幸f重昂 25.7 2:一.6 ウl ⑦ pー139､1̀17

19∠11 磐前里laL: 人口登録 30.0 23.1 69 ⑦ P.139､ト.17

19▲12 雌i基 人口党録 28.ー 22_I 60 ⑦ P.139 1∠17

19J13 lfjt!漣 I)'塁貫 ー8,9 26.-I -75 ⑦ l1.139､一上17

19小1 紙 中里賃 人に憤録 ､22.0 1Ll_5 75 ⑦ いー39 147

陳 一塁貢 人口登録, 12..1.9 21:9. l301⑦ pl39 1̀17

19̀16 宙豊封 , ･lGrO-L l~068⑧

原酢 地 所 :①言心哲 〔ユ91'M〕 『小馴 榊 人EJE.'り嘩之分析』潤 加 増 臥

1ゴlI



②両部附く1928) 『小国郷利人LLTFFITJ/r.rB之研究』金陵大学農学院

③李原状 『走牌祉会概況調査』

④喬啓明 『小国農村社会経済学』

(9言心持 『農村家庭調査』

⑥陳翰'iE仙術『僻放脚 'tjrl個 脚 寸(3)』

⑦眺達 『現代小国人口』

⑧ ｢性TTt純｣1958.Ll.25

LLWr:著者作成｡

あろうD衷3からわかるように､脈放前のllT国において､人口増加l率の変動州Tl当に
激しいのである27｡尾上推副は川閲ごとの人口変動を仮定しているが､その仮淀の根拠

を十分に示していない｡また､成艮率での椛副は全国人口を棚引しているが､省別人口

を椎引していないoしかし､rFl同のような広大な矧の礼金総研を分析するに際して､地

域分析は不可欠である｡したがって､省別人口を棚引することが望ましいのである｡そ

れに､増加率での椎引J)J.法は簡潔とはいえるが､多くの資料が利TTlされていない｡たと

えば､性比や乳幼児平に関する汽料､地域rIIJfJ.可恋による椎引されたJlL▲命穀は､中国人r_1

椛計に隠して大変参考になると考えられる｡

4 民国人口推計の展望

上述したように､今までの民団人口研究はさまざまな閑寂を抱えているものの､民国

人口を抑言1することは不可能ではない2㌔ 民団人にlを抑引するに当たっては､直接lff_引
と成長率での椛引という二つの川副方法があるが､民国時川の関係照射をJTTいての起機

]碓副の方がより布効であろうB民LJ;j人口摂料には､全怪し及び省別の人r:T統引 (JTE引)の
ほかに､ ｢族譜｣や ｢リ詩誌｣などの資料がある｡それらの資料はミクロrrI.1人rj研究に大

変有効であるが､州何にしてこれらの邦料を川いて全国人rjを抑引するかは大問題であ

る29｡そのために､民国人口を棚引するに際して､主に民国人口統引 (推引)資料を利

用せざるを得ないのである｡

27劉･粥〔1977〕も中国人rj長州発展に関する研究でrlT国人T二11馴Ltの披軌を胤IEしている0

28何 〔】959)､葛 〔199り ､糞 〔1993)が民1封入lコのJIE引不可脚'_ほ 示rg!していると考え

られる｡｡

29近坪､rTl国のいくつかの省で ｢省誌｣が編旅され､その111に ｢人口誌｣という巻が設け

られているoその｢lりこ､消未や民国州の人r:)も掲峨されている｡しかし､そjl.はほとんど

約束 -民団人口統副の才捌きiE･鮒比■['リrl'Jな引用である (例として､吉林省地方誌編第委員

会 〔1992〕､河北省地力一誌編族委員会 〔】991)を参照されたい)Oしたがって､我々の作

業にとって､特に参考にならないと考えられる｡

1′l



そのために､上述4lBlにわたる民圧E人口調査データが利lElできるか否かを評ldけ る必

輩がある｡

4.1 綱査 ･硫剖方法に対する評伽

歴史人口rgf料を評価する方法が二つ考えられる｡一つは人FJデータの統計収袋方法を

考察すること､もう一つは歴史人EJデータそのものに対するチェックである｡人口デー

タが過当な方法で収報されたならば､一般的にその拭料は信傾度が高いと考えられる｡

すでに述べたように､4回の紙剤;,Jw1-LL51は二つの柾矧 二分けら^る｡】9l･2と 1928年
は人1コ調査であるが､193Gと19L17的ま人口報告である.

まず､人FZriJEtJ透を分析する｡人口調査はその訓迩項目は拭なっているが､人口の規模

を推引することに必蟹な論功E旧 すべて含まれているD多くの学割まそれらの散村を利

川できないと断言する胤Elは調法方法の不完全さにある｡椎かに､鍋-&貝を派過しなか

ったり､でたらめに訓査三割こ記入する舶 脚 あるoしかし､全体として､地域rJiJのノ(I(

アスがありながらも､ある程度行われていたのではないかと,n思われる.たとえば､1928

1/l三の弧蔵で､繭方1-TIIEj:次のような湘迩方法をとっていた｡1928∠JI7朋 了政会議は人r:l
納ITBtLを社会局が行うと定めたb調査料よrFf政府各附(]及び各様の宇陀から過任し､u柑

て8000人を勤貝した｡南,r話を卿的 北.I.と下関という六つの.uJ-B区に分けて鍋査した｡

訓LAE日は9月30E]の∠揃 小91rl紬､ら12嶋までとした○南京は当時民国の首酢であっ

たから､民国政府の人口制透である以→二､約割董艶及び弥由人〟が保証され､調査がき
ちんと行われたと考えられるdO｡

それに対して､湘'r省は調酬 間が6月から 8月未までおよび､湘査は主に地方の

実力者 ･liO士 (Jj'岬 ､利割 のWJJJを得て､主に暫窮が担当した｡具伽 には､地方の

知 J省 ･･1帖 は警察から鯛- をもらって､胤定されたjUlr眼内に､自分が劉 紺 る地方

の人に格 朋 を記入する｡暫矧柁 れをチェックするo安臥 河北など各省の調査方法

もだいたい同じであるOしかし､山fk省､江内省とJiff一辿省では糾 三分の県は托産党の根
拠地になって､調査できなかったO

他方､脚 制腔を通じて人[幡 - することは､鵬 ル {アスが逝きけられない0

30㈹ 二は帥 糾度が回復されたJ-&一後にあったからでろうか､創 山地 る程度鵬 を

糾 したものの､4011三代はどの保糊 度として離 していなかったようである｡した

がって､人｡調速よ｡保｢州雌 を通じての人口帖 はそのバイアスがよ｡大きいであろ

うBまた､19L1711:の保JTT制度は順 免の- 区の拡大によって､すでに舶 できなく

なったと考えられる｡総じて言えば､1912と1928畔の人lJ鵬 はよ｡参考になる0

1936句三の調剤 L-5'矧ま利nJできるが､その中の報壬締 れがよ｡大きいであることに注意

しなければならない｡1947年の鵬 はそれほど信掛軸 iないと考えても差し支えない

30内政部銃創司 〔1931〕p7
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であろう｡

42 人ロデータに対するチェック

人口データの内lfrS隅迫には､たとえばLiHiJl規模､男女牲比､乳幼児比率などいくつか

の指標がある.それらの諸指イ割ま互いに関迎している｡ここでは､データのLl.[｣約上､性
比を取りLLl.し､この4回の人口調透の出合性をチェックする｡

表 4 中国人rjにおける性比
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lrJi所 :1912､1928､1936年は付表より｡
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バックは1929_33年で､LlLl･Yell〔1965〕より｡

1953的ま早弧 ･川俣 〔1990〕8

表 4は各省の性比を示している｡ちなみに､参考のために､パック調IBによる性比

と1953咋センサスによる性比も列挙しているQ

もし､それぞれの調迩はある程腔行われたら､魂実から細れてもその離れたバイアス

が同じくらいであろう｡すなわち､ある省は L912坤の羽恋ではその性比が全国平均よ

り高いとならば､調査がある粒度行ナつれたら､1928il=-の訓屯ではその性比がまた全匝1

平均より高いはずである｡というのは､よほどの卿 L'･がなければ､省 (それは大きな申

イt.rr･あ右が)平均の性比はそれほど大きく変わりがないはずである｡もし､誠香は本当

にでたらめに行われたら､その小身もバラバラになるはずであろう｡換言すれば､多く

の'kHこおいては､性比に一致性がみられたら､それらの結果がある程度受け入れられる

と考えられる.

表4から分かるように､性比が高い省はほとんどこの半Eit紀にわたって高く､低い省

は低いのである｡これはその調査のiE肘L_l三も反映しているとも考えられる｡

5 むすび

木精は今までの民国人口に対する7u先をrJ-ベイし､民国政府が行った4回の人口調

塞 (統引)を詳しく考察した｡rFJ難民rl,LUJにおいては､1912､19t28叶の人El誠宜があ

れば､19三IG､1947年の保Fll人口統計がある｡そして､多くの地域的人Ej調査が行われ

ていた｡これらの調速 ･紙剤は多くのrHJ,JEiを抱えているが､民国人口を理解する上に大
変封iBな資料であるO

解放後､国辿やLlu.Yehを始め､多くの人rjLlE計が行われたが､さまざまな問題が

残っている｡そこで､民団人FJを批引するために､If)[);川 三の人l_1センサスをペンチマ

-クとし､主に氏匡l政府の人rl.誹雌 に依拠しつつ､地域LYJ人lj鯛杏を参考とし､民EE]帖

)UJのJ鯉LLl印笑とIL照合するという統合榔rJr先方iよれと､班であろうoこの統合的百ル究方法に

よって､民国人口を丙推言け ることはこれからの課題としたい｡
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付表11909-1911坤のFE1国人rj 単位:1000.人,人
戸数 人rj 男 女 人/戸 牲比

合計 71,264368,245202,023166,129 5.17121.61
江蘇省 5,398 25,883 14,072 日,811 4.08 119.1
手折江省 4,251 18,072 9,809 8,264 4.25 118.7
安徽省 3,241 16,229 8,955 7,274
江西省 3,440 16,977 9,482 7,495
湖北省 4,937 27,647 14,982 12,665
湖南省 4,349 23,403 13,109 10,294
凹川省 9,141 44,140 25,049 19,091
直隷省 5,188 26,721 14,774 ll,948
山瀬省 5,380 29,557 15,961 13,596

5.01 123.1
4.94 126.5
5.60 118.3
5.38 127.3
4.83 131.2
5.13 123.6
5.49 117.4

山西省 2,097 10,099 5,811 4,288 4.82 135.5
河南省 4,662 26,110 13,827 12,283 5.60 112.6

fT粛省 908 4,700 2,460 2,240 -5.18 109.8
黄海省 68. 328 167. 161 4.80 103.6
福建省 2,516 12,500 6,872 5,629 4.97 123.i
頗東省 5,052 28,011 15,232 127779 5.54 119.2

貴州省 1,772 8,703 r4,636 4;067 4,91 114】.0
奉天省 1,708 ll,019 6,094 4,925 6..45 123.7
吉林省 800 5,538 3,152 2,387 6.92 132.0
黒竜江省 269 1,859 1,017 842 6.90 120.8
熱河省 574 3,166 1,732 1,434 5.51 120.8
察喰爾省 27 111 56 55 4.15 100.1
綜遠省 52 249 124 125 4.74 99.1
新彊省 471 2,085 1,117 968 4.57 115.3
外蒙古 72 325 148 177 4.49 83.7
額魯特蒙古 3 15 8 8 4.78 97.8
チベット 244 1,161 617 544 4.75 113.4
川求辺務 98 464 256 208 4.75 123.3

テl: : これは俳長街の修tE数である｡11滴 /lfrの引 節ミスが起された｡
.lii所 :実業部 『1934咋 中国経済iF-:鑑』｡
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単位:1000人 ､ 人
恨 2 19岩窟 帽 ^̂lP 統̀ 芸) 女 人/戸 性 比

76,638411,643224,312 187,335 5･37119･7総割
n-.蘇省 6,077 32.283 16.966 15,317 5･31110･8

漸江省 4,475 21,440 ll,507 9,933 4.79115･B
ER徽省 3,241 16,229 ■8,955 7,274 5.01123･l

江田省 4,57923,988 13,338 10,650 5･24125･2
批lヒ省 4,844 29,590 15,900 13,690 6.ll116･l

WJ繭省 5,767 27,617 14,745 12,872 4.79114.5

四川省 9,259 48,130 27,343 20,786

直裁省 5,OL326,658 14.769 ll,889
山東省 LL 5,652 30,989 16,477 14.512

lLl西省 2,100 10,082 5,743 4,339
河南省 4,73128,518 14,882 13.637
眺西省 1,636 9,364 5,269 4,095

甘粛省 986 4.990 2,725 2,265

5.2131.5

5.32124.2

5.48113.1

4.8132.3

6.03109.1

5.72128.6

5.06120.3

脅縮省 79 368 202 165 4.66122.4

福建省 3-012 15,849 8,908 6,942
脱水省 5,052 28,011 15.232 12,779

頗四省 1,393 7,879 4,326 3,554

雲両省 1,904 9,468 4,976 4,492

墳州省 2,063 9,665 5,097 4,568
*3:# 1,805 12.133 6,673 5,461

吉林省 727 5,580 3,154 2,426

5.26128.3

5.54119.1

5.66121.7
4.97110.7

4.69111.6

6.72122.2

7.60130,0

甜奄江省 303 2,029 1,150 878 6.69130.9

熱河 646 4.630 2,619 2,010 ､･7.16130.2

察嶋附省 325 1,622 927 696 4.99133.2

絃過省 129 630 373 257 4.88144.9

寧夏省 58 303 171 133 5.22128.6

新姻省 462 2,098 1,112 986 4.54112.8

蒙古 76 340 156 18 5 r･ 4.47 84.3

チベット 244 1,160 617 544 4.75113.4

1､何歳2は陳長衡の修正数である｡原計算ミスが直された｡

2､河南省は1913然の数字で､安徴､広如､広凹､柴占､チベットは調査しなかった

ので､1911年の調査数や経書慨 で祁足している0

3､出所 :実業郁『Fll国経済年鑑』 (1934年)｡
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付表3 1928年rll国人rj (紙剤) ili位 :1000人､人
戸数 人口 男 女 人/戸性比l

省

省

卜

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

江

省

爾

省

省

省

ツ

引

離

汁

徴

西

北

南

川

康

北

東

西

南

西

粛

梅

建

東

西

南

州

寧

林

竜

河

略

遠

夏

彊

古

べ

総

江

新

安

江

湖

渦

四

四

河

山

山

河

隣

村

青

摘

腐

頗

雲

丹

過

吉

黒

熱

察

綜

寧

新

蒙

チ

474,786
6,887 34,12618,16015,966 4.96113.74
4,645 20,643日,604 9,039 4.44128.38
3,830 21,71512,21Z9,504 5,67128.49
20,323

5,491 26,69914,753 ll,946 4.86123.50
6,116 31,50117,550 13,951 5.15125.80

2

2

3

5

9

4

4

2

0

5

2

2

8⊂Jりん
2

47,992A
8,906
31,232L17,274 13,958 5.72123.76
28,672
12,228 7,070 5;158 5.34137.07

ll,802 6,593 5,209 5.78126.57
6,281
6,195

10,071
32,428
13,648
13,821
14,746
15,233･8,502 6,731 6.75126.31
7,635

649 3,725 2,125 1,600 5.74132.81
6,593

396 1,997 ■̀1.I,176 821 5.04143.24
388 2,124 1,294 830■5.47155.90
1,450

531 2,552 1,414 1,138 4.81124.25
6,160
3,722

lrJl所 :内政部統計司編 『民団 17年各省 和声口調讃 紙 剤報告』1931叩 ｡ 戸数や 男女数

がある省の数字は和弓t-数であるが､人Elだけの省 は 1̂j政伽の人に=密度によ る椎 .別 である｡
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坤位:1000人､人

脚 19≡jr'蓋 護-=70SSE.erl12監 奈262人妄p;81･芋Sl.t.2総計

y_l-_鮎省 7,537 36,469 19,424 17,045 4･84113･96
渉は二省 4,855 21,231 ll,733 9,498 4･37123･53
安徽省 3,466 23,354 12,804 10,550 6･74121･37
江四'.脊 3,05515,805 8,664 7,140 5･17121134
wJ北浦 4,751 25,516 13,731 ll,784 5･37116･53
淵価 省 5,002 28,294 15,560 12,734 5･66122･19
凹川省 9-727 52,706 28,474 24.232 5.42117･51
Rg郎省 250 968 472 496 3.88 95･23
河北省 ･L 5,109 28,644 15,485 13,159 5.61117.68
山煎省 7,042 38,100 20,447 17,653 5.41115.57
山蛸省 2,171 ll,601 6,557 5,044 5.34130.01
河南省 5,839 34,290 18,274 16▲016 5.87 114･1
快西省 1,865 9,780 5,306 4,474 5.24118.61
El粛省 1,132.6,716 3,658 3,059 5.93119.58
青梅省 230 1,196 617 579 5.21106.67
桐越'9 2,265 ll,756 6,761 4,994 5.19135.37
戯如省 6,312 32,453 17,544 14,909 5.14117.68
戚四省 2,638 13,385 7,482 5,903 5.07126.75
雲両省 2】390 12】042 6,226 5,816 5.04LOT.04
卦州省 2,002 9,919 5,145 4-774 4.96107.76
う企寧省 2,312 15,254 8,457 6,796 6.6124.43
:,=E林省 1,065 7,354 4,150 3,204 6.9129.51
盟竜江省 607 3,751 2,120 1,631 6.18129.93
熱河省 555 2,185 1.203 982 3.94122.52
察喰爾省 410 2,036 1,175 861 4.97136.38
終遠省 402 2,084 1,259 825 5.18152.67
寧夏省 114 978 546 432 8.89126.26
新過省 902 4,360 2,430 1.930 4.83125.89
蒙古 6,160
チベット 3,722
南京市 198 1,019
上ilij市 7573,727
北平市 296 1,551
天緋ffld 256 1,218
青島絹 102 515
ilg京IrF1- 36 206
如省特別区 136 680
威海衛 41 222
非僑 7,859

1
2
5
1
0
4
2
1

6
1
9
7
3
1
4
12

7 5.15150.29
0 4.92132.95
6 5.23160.18
4 4.76 141.5
9 5.03 145.9
4 5.64223.93
6 5.01165.81
5 5.46110.97

i-;i-:男女人に伸､ 一戸当たり人数を引算 す るに隙して､蒙 は-1チベ ットと 樹 烏を 除外 し
ている｡Lli所:匹l民政府主副処統計局編 『申準民国統引抜媒』韮 塵 ､19EIOii三｡
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(;)袈5 1917咋全回人Fl(紙剤)111-位 :1000人､人
戸数 人口 男 女 人/戸 性比

総計 86,226457,111239,063218,047 5.30log.64
打点宅省 7,586 36,080 18,601 17,479 4.76106.42
桝江省 4,623 19,959 10,541 9,418 4.32111.93
安徽省 3,596 22,462 11,869 10,593 6,25112.04
江西省 2,517 12,507 6,491 6,016 4.97107.88
湖北省 3,752 20,976 10,947 10,029 5.67109.15

湖南省 4,621 25,558 13,477 12,081 5̀.53111.55
lJj川省 8,413 47,437 24,267 23,171 5.64104.73

西原省 328 1,697 851 845 5.16100.67

河北省 5,161 28,719 15,439 13,280 5.56116.25
山東省 7,340 38,865 19,334 19,530 5･29 99･OP
山西省 3,032 15,247 8,349 6,898 5.03121.62
河南省 5,238 29,654 15,098 14,556 5.66103.73
眺西省 2,095 10,011 5,245 4,766 4.78111.07
tl粛省 1,278 7,091 3,696 3,394 5.55108.89
青梅省 201 1,308 659 649 6.52101.53

福建省 2,448 11,143 5,771 5,372 4.55107,44
庚東省 5,551 27,210 14,409 12,801 4.90.113.27

贋西省 2,820 14,636 7,636 7,000 5,19109.08
雲南省 1,715 9,066 4,552 4,513 5.27100.82
貞州省 1,839 10,174 5,101 5,073 5.53100.56
遼寧省 1,676 10,007 5,144 4,864 5.97105.75
安来省 546 2,992 1,650 1,342 5.48122.94
追北省 831 4,629 2,424 2,204 5.57110,01
吉林省 1,190 6,465 3,473 2,992 5.43116.08

松江省 456 2,571 1,506 1,065 5.63141.45
台江省 333 1,841 960 882 5.53108.85

黒竜江省 302 2,844L 1,606 1,238 9･42129･70
雌江省 532 3,333 1,840 1,494 6.27123.14

興安省 66 328 184 144 5.00128.21

熱河省 1,067 6,197 3,287 2,910 5.81112.97
無暗爾省 462 2,186 1,200 986 4.73121.73
綜遠省 396 2,233 1,244 989 5.64125.70
寧夏省 126 759 414 345 6,03120.21

新彊省 979 4,047 2,153 1,895 4.13113.60
チベット

南京市 2
上海TZ了 9

北平Irr]- 3
天津ff1 3
青島耶 1
粟慶市 2

広州巾 2

1,POO 650 350 185･71
1,114 637 477 5.17133.35

4,630 2,561 2,069 5.15123.78
1,722 959 763 5.95125.66

1,773 1,013 759 5.01133.43
851 466 384 5.73121.27

986 558 428 4.47130.47

1,128 608 520 5.56116.88
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演El市
四安市

沈L吸ftl-

大迎市

lJ.･7肘満tl)-

5.28124.ll
5.14157.75
4.73124.73
5.82193.96
4.96173.30

LJr,所 :rrJ準民即 r:鑑祉編 叫 非民国年鑑』1952印､1111L9-21｡ただし､原掛 二は台湾

の数字があるが､ここで除外した｡
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